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 このaE, aAは 粒 子 の 大 き 訊 こ關 係 す る6の で 第1表 の 如 く粒 子 の 大 き さが 大 と な る と共 に

aEは 小 さ くな り, aAは 大 き くな る.叉 この場 合 もA(Poise躍 位 か ら求 めた衝 突 回 敷)と1】

(eal)は 直 線 的 な關 係 を な し,既 鞭 の關 係3)が あて は ま るの は 興 味 深 い 。

      E-==1820A.一{-5200                                    (8)

 即 ち 充填 剤 の 作 用 は ゴ ムの 見掛 け の分 子 量 を増 大 した こ とに な るが,温 度 の影 響 で も同様 の

關 係 が あ る と云 え る.
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 加 硫 ゴ ムの 弾 性 の 充 填 剤 に よる攣 り方 は賢 用的 に も理 論 的 に も興 味 が あ る.Gllth, Smallw-

ood等 ば弾 性 率 の充 填 剤 に依 る壇 加 は その 濃 変 にの み依 存 し,球 状粒 子 で は 粒子 の大 さ に無 關

係 で あ る と して,ゴ ム中 充 填剤 の濃 度C',純 ゴムの弾 性 率F。 とす る と

      E=Eo(1十25C十14.1(y2-・ 一・)

で表 は され る と して い るが,そ の實 瞼 的誰 明 には不 明 瞭 な所 が 多 い.

 我 々は ゴ ム分子 の 一部 が 充 填剤 表 面 に密 着 し,一 種 の 物 理 的 架 橋 が充 填 齊俵 面 を介 して 起 る

と考 え次 の如 き理論 式 を導 い た.純 ゴ ムの 張 力M。 は伸 び2,架 橋 聞 分 子 量M侮 原 ゴ ム分 子

量Mの ときFloryに ょ り

      ・L一餐『(   2Mc1-    M)(λ一÷)      (1)

で與えられる。充填剤を含んだ場合 も同様に

      M・ 一響(    2Mc'1-      M)(λ一÷)      (2)

となる・充填齊1によつてゴムの軍位盟積営 りに埆える架橋の激は粒子表面積 αCm2當 り1個

とし,比 表面 陵S・純富ム分1;封 する容債比C,と すると

                   (28)



         茜田・古川:塩 剤が加硫ゴムの弾性に表ぽす影響についで

      Met= Me/(1+辮c)
                         `

此の關係を(2)に 入れると弾性率E=M/λ 一1/22は

      ErEo十kTS C/Ct                          (3)

      k;ボ ルツマン恒数T;絶 饗濫度

 之を實験す るため張力Mの 伸び(2-1ノ λ2)に封する傾斜 よりEを 求 め,こ れ とゴムに封す

る濃度Cと の關係を見 ると第1圖 の通 りとなり,相 當高濃度迄濃度 に比例する事が分った.然

して弾性増加係敷(E-一 一E。)ノcは充填劃 により異 り,そ の比表面債8と の關係をプロツ トす る

と第2圖 の如 くな り,大 艦の傾向は比表面積 と共に直線的に増加する様である.し か し相當の

偏 りがあるので更に研究を要す るが,し かし一定でない事は明と云 える.

     第1圖 Eと 充墳翻濃度の關係        第2圓 (E-E・)/Cと比表衝積の關係

                ソモネソ7ス                
〆7一オ:ゾ          

    

     

        C

 次 に充填剤の作用 として興味のあるのは伸びλの大きい場合の特異性である.尤 も充墳刺の

ない ときで もAの 大 きいときはMはR--1/λ2に 比例せす更に高次の項が現れ,久 保氏による.

と次の通 りである.

      M-A+E・(a-一 ・/・・)+畷 ・・+÷ 一÷ ÷)  (・)

 寳験結果によるとこの關係はよく保たれることが判つたが,E。 は加硫 と共に大 となるに反 し

E。'はあまり攣 らない.叉 充墳湖を加えて もMと λの關係は(4)式 の如 くなるが,此 のときは

Etは 濃度cと 共 に増 し叉比表面積 ξ共に増す事が判つた.即 ち張力Mは 結局次の如 くなる.

  M-A・(E・+・ ・k筆SC)(・-1/・・)+(E・t…k讐C)(Z・+÷ 一÷ ÷)・ ・…(・)

 之等の實験結果を表示すると第1表 の通 りである.

                   (29)
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                第   1   表

   N・・ 1充 麹_1麟 騨L螢 齢 _! 囎 膿c_

    ・'炭 ・ グ ・7・・…}1:99謝1aO(3D分)1:lal雰13・5(30分)

    ・ 三 鞭 雛 ・・.・・…}叢19雰1128こ50分)2・32(・ ・分)

    3 チ タ ン 白 11.6×104 11.0(10分)       1.92(15分)

    4 リ ト ホ ン  9.4×104 12.0(10分)12.9(15分)  U4(15分)

    5 關 西 亜 鉛 華  7.6×104 11.25(10分)13・6(15分) L57(15分)

    ・ 職 ・ ル5.・ ・…}1:窪a2劣1171(30分)・ ・52(・・分)・…(・5分)

    … ル ・ ・・・…19:llll謬)1謬lll謬)・ ・32(・・分)

    8 ネ オ ア ル コ ン  1.4×104  2.4〔30分)

    ・ 敵 炭 ・ ・ ・ ・…11二91}9雰 罫'(35分)・53(・ ・分)・…(・5分)

   10 コスモス2eカーボ ン 13.2×104 17.8(15分)

   11   フモネツクスカーポン   13.4×104   18.1(20分)           2.15`20分)

   12 野 ロ カ ーボ ン 12.1×104 18.6(10分)

   13三 船 成 カ ーボ ・、6・1×10418・0(15分)   Ol99(15分)

  〔莞 〕()内 は140℃ の加硫時間.比 表面積測定は富 久氏 に依 ろ.

 以 上 の結 果 充 填 剤 の 作用 は その表 面 にお け るゴ ム との密 着 の結 果 一 種 の物 理 的 の加 硫 を考 え

て よ いが,化 學 的 の 加 硫 に比 べ て伸 び の大 きい と ころ で は特 に弾 性 の 大 き く出 る特 長 が あ る と

云 え る.

              (昭 和24年2月28日 受 理)

       生禮組織 中の ビタ ミンB、定量法 に

       關す ろ研究

     Studies oll the Deむermination of Vitarnine B, in Living Tissue.

           近 藤 金 助 ・満 田 久 輝 ・岩 井 和 夫

          Kinsuke Kondo, Hisateru Mitsuda and Kazuo Iwai     .

 生 艦 組 織 中 のBlを 正 確 に定量 す る には,第 一 に完 全 に且 つ 安 定 にB.1を 抽 出 す る丁 が 肝 要

で あ る.從 來抽 出剤 と して は 盤酸,硫 酸,酷 酸 並 に酒 精 が 用 い られ て い る も,特 に抽 出條 件 を

詳 細 に究 めた 報 告 は 極 めて 少 ない.こ こに於 て 著 者 等 は0.1%酷 酸(pH 3.5),盤 酸(pH 35並

、!・.5)湘 鰍 緩鰍(,・ ・. 4.・)並磯 轍 鰍(,H 4.・)を抽1鯛 として,そ 略 殉 抽出能

                   (30)


